
















論 文 内 開幅骨 の 要



























第2章においては， 4つの典型的な時系列モテ・ルが取り扱われるつ即ち，AR (p)， MA (q)， ARMA 

































































































y，二 φIYι-1+φ2 Yt-2 +φ3 Y'-3 + U， (4.22) p.89 
この右辺を変換してみると P 次のようになるであろう。即ちs右辺だけを取り出して
φ1 Y，-I十φ2Yt-2 +φ3 Yt-3 +φ2 y，-Jトーゆ3Yt-I一φ2Yt-l-φ3Yl-l +φaYι-2一φ3Y'-2十U，
=(φ1十φ?+φ3)ぁ-1-qh (yげ -Y'-2)-<P3 (Y'-I-Y'-2)-φS(Y，-2-Yt-3) 




sy，ニ φ:ムY，1十点ムY，-2+Ut (4.24) p.89 
従って.もし仮説Ilo:β=1 (対立仮説 β<1)が棄却されるならば.y，は定常であるので，この仮説
を検定することによって，もとのAR(P)モデルは定常であると判断できる。これを一般化すれば
Yι=エゆ1;Yt-i + u"u， --i.i.d. N ( 0，σ2) (4.18) p.88 
となり，先ほどの変換を行って，
ぉ=βYt-l+ L rt* sy，ヮ十U， (4.19) p.88 
それ故に (4.18)式の特性方程式， φ(L)= 0が単位根を持っかと、うかという検定(単位線検定という)
は (4.19)式の係数 β=1という仮説を検定すればよいということになる。ここでは (4.18)式をラグ・
オペレータ Lの多項式φ(.)を用いて φ(L)y， =仏と書き換えることができるということを利用して
いるω
2.単位根検定についてのDFテストについては，もしこのテストによってより高次の和分が疑われる
ようなケースについては， Dicky-Fuller は，修正を行うていることに言及されでいて (ADF=Augment-
ed DFテスト)，もしこの場合に帰無仮説が棄却できないときには，更に差分を2次までとるという作業，
つまり
t:.y， =βムy，-J+仏 (4.37) p.93 
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或いは











3.次に季節的な和分の問題についてのHylleberget al. (1990， "Seasonal integrationαnd coin-
tegrationぺJournal01 Econοmetrics 44)の命題:
任意の多項式。(L)は，適当な有限の 81，82;・" 8kに対して
~ /.， r (L) ゆ(L)=工〈 λー でで)+ r (L)グ(L) (4紛)p.97 ;:'i "." ri (L) 
ここで，
()i-L 俺




~ /.. L A8;-L， ';"/()i-L ゆ(L)=ヱ(λ一一-・日 一一)+ n (一一:-)ψ*CL). i~ "'c 8i-L 伊 1 ()i'/ i~.A1 







y，=α。+αlYI-l+α2Y，-2 + so x， +slあー 1+β2Xt-2+U， 
を次のようなECM
sYt = 
(α1-1) sYI-l +β。ム丸+(β。+βl)tJ.Xt-l+(α1+αz一1)[Yt-'2一κ。一κ1X，-Z] +U1 

















~YI =et -0.5765 el 1 D W =1.80 
ムYt一0.6352ムYt-Iニ=etDW=1.97
となっており，非常に検定統計量なども良い数値になっている。














ムLnEt= 0.4987 ~LnI， 十 0.2325o.LnL-l -1.0820ムLnP，+ 1.7268 t6.1-nPt-l 
ぐ1，61) (3，39) (-3 07> (5.08> 
-O.37get-2 ; 1子=0.79，DW =2.35， $.e. =0.082 
〈ー 2，93)
以上，本論文は，新しい視点の下での理論的・実証的研究として，計量経済学の発展に寄与する所，大
であると認められ，博士(経済学)の学位を授与するに値するものと判断する。
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